
令和７年度家庭教育応援講座実施要領 
 

１ 目的 

この要領は、子育てやしつけなどの家庭教育の在り方を見つめ直す機会を提供すると

ともに、家庭での教育力の向上を図るため、高松市内の市立小学校、幼稚園、認定こど

も園及び保育所（以下「小学校等」という。）において、就学時健康診断等多くの保護者

が集まる機会を活用して講座を実施する小学校等に対し、家庭教育に関する専門の講師

を派遣し、保護者を対象に講演・指導等を行うことに必要な事項を定めることを目的と

する。 

 

２ 講座内容及び実施日等 

(１) 講座内容 

   子どもたちの「生きる力」となる基礎的な資質や能力を育成するため、家庭での子

育てや子どもとのふれあい方について、保護者を対象とする講演及び親子参加型等の

ワークショップとする。 

(２) 実施日及び実施回数  

ア 小学校及びその PTA において年３回実施 

・就学時健康診断の実施日(１０月中旬～１１月下旬) 

・参観日及び入学説明会等の小学校等が選択する日(５月～翌年２月末) 

   イ 幼稚園、認定こども園及びそれぞれの PTA において年３回実施 

 ・参観日等の幼稚園、認定こども園が選択する日(５月～翌年２月末) 

ウ 保育所及びその PTA において年２回実施 

・参観日等の保育所等が選択する日(５月～翌年２月末) 

(３) 実施時間 １時間程度 

(４) 講師 

  ア 家庭教育に関する専門の講師（参考：別紙講師一覧表） 

     （小学校等の希望に基づき、講師を決定するものとする。） 

   イ 小学校等においては、３回とも講師の派遣可。ただし、各小学校の教職員等が

講師となることも可。 

     幼稚園及び認定こども園においては、３回とも講師の派遣可。ただし、各教育・

保育施設の教職員等が講師となることも可。 

     保育所等においては、２回とも講師の派遣可。ただし、各保育施設の教職員等

が講師となることも可。 

   ウ 家庭教育に関する出前講座等（参考：別紙家庭教育に関する出前講座等一覧表）

を活用することも可。 

 

３ 実施場所等 

小学校等の施設（体育館・遊戯室等）を使用し、講座の運営（会場準備・司会等）は

小学校等が行う。 

 

４ 講座実施計画書・実施申請書 

● 小学校等は、講師派遣の有無に関わらず、今年度予定する講座について、（様式 1）

「令和７年度家庭教育応援講座実施計画書」を作成し、提出するものとする。 

● 講師派遣を希望する場合は、（様式 2）「令和７年度家庭教育応援講座講師派遣依頼

書」を作成し、指定の期日までに提出するものとする。 

  

５ 実施報告書 

小学校等は、講座実施後、２週間以内に（様式 3）「家庭教育応援講座実施報告書」を

作成し、高松市教育委員会生涯学習課へ提出するものとする。（講師派遣の有無に関わ

らず提出するものとする。） 



６ 経 費 等 

  講師の派遣に係る経費（謝金）は、高松市教育委員会生涯学習課が負担する。 

  講師謝金：６，３００円／回（ただし、税法により源泉徴収する。） 

※ 教職員等が講師となった場合や別紙家庭教育に関する出前講座等を活用した場合

などは、謝金は支給できない。 

 

７ 実施の流れ 

主な手順 担当 内容 

① 

小学校、幼稚園、こど

も園、保育所とそれぞ

れの PTA との協議 

小、幼、こ、保、PTA 実施主体を決定。 

② 
（様式１） 

実施計画書の提出 
小、幼、こ、保 

令和７年７月１８日(金)までに 

生涯学習課へ提出。 

③ 
（様式２） 

講師派遣依頼書の提出 
小、幼、こ、保、PTA 

講座実施予定日の２か月前までに 

生涯学習課へ提出。 

④ 講師との日程調整 生涯学習課 
希望する講師と日程調整後、決定し

た講師を各校・園・所へ連絡。 

⑤ 講師との打合せ 小、幼、こ、保、PTA 
講演内容の詳細、資料等について打

合せを実施。 

⑥ 当日の運営 小、幼、こ、保、PTA 当日の会場準備、講師対応、司会等。 

⑦ 
（様式３） 

実施報告書の提出 
小、幼、こ、保、PTA 

講座終了後、２週間以内に生涯学習

課へ提出。 

⑧ 謝金の支払い 生涯学習課 
（様式 3）実施報告書を確認後、指

定の銀行口座へ謝金の振込。 

 


